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「家から連へ」
基調講演

法政大学総長・江戸文化研究者

田中 優子

　「家族」より「家」が大事だった江戸時代
　みなさま、こんばんは。さて、「家から連へ」ですが、「連」というのは何でしょう。これは

家あるいは家族そのものではなく、コミュニティなんです。コミュニティというと、自治体や、

数億人からなる国民のような大きなコミュニティを思い起こすかもしれませんが、家族のよう

な小さいコミュニティもありうるんです。原島先生のお話にあったように、わたしたちは家族

や家という概念や考え方に、がんじがらめになっているのではないか。家族を、コミュニケー

ションを取りながら人間関係をつなげていくコミュニティと考えることもできるのではないか。

今日の話は、そういう提案だと思ってください。

　江戸時代には「家族」ではなく「家」という言い方をしていました。そして、江戸時代の家

では、夫婦は別姓でした。今、夫婦を同姓から別姓にする法律はなかなか通らず、夫婦別姓に

なると家族が壊れると言う方がいらっしゃいますが、世界には夫婦別姓の国がたくさんありま

す。東アジアでは中国も韓国も夫婦別姓で、ヨーロッパも今は、自由に選べるようになってい

ます。日本は明治時代にドイツにならって夫婦同姓になりましたが、今やドイツも、夫婦別姓

で構わないことになっています。ところが日本は、なかなかそうはなりません。夫婦別姓だと

家族が壊れるのなら、世界の夫婦別姓の国では家族が壊れているはずですが、そうはなってい

ません。

　一方、わたしたちが忘れていることがあります。それは、全員が「姓」や「氏」をもってい

たわけではないということです。姓をもつ階級と、もたない階級がありました。時代劇や時代

小説では姓がない人はあまり出てきませんが、それは、戸籍上は姓がなくても、適当に呼んで

いたり、屋号で呼んでいたりする場合が多かったからです。武士を中心に、姓や氏をもってい

る家族では、夫婦別姓は当たり前のことでした。

いえ れん
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　また、夫婦は別姓であると同時に、別財産制でした。婿入りにしても嫁入りにしても、結婚

するときに自分の財産をもって結婚し、結婚後も、それはずっと自分の財産です。たとえ

ばお金もちの家の女性が嫁入りの際、高価な着物や家財道具などをたくさんもっていった

とします。ところが結婚後、夫の事業がうまくいかなくなり、奥さんのもっている着物な

どを質屋でお金に換えてしまった。その場合、そのあとで夫が奥さんと離婚しようと思っ

たら、その分を返さなければなりませんでした。奥さんの財産だからです。このように、

江戸時代は夫婦の別姓や別財産がきちんと守られていました。

　明治 5（1872）年に壬申戸籍が作られ、それまでの姓や氏が解消されて「苗字」になり

ました。「みんな苗字をもとう」ということで、その意味では平等になりました。これが、

今の戸籍制度のもとになっています。その後、明治 31（1898）年に、ドイツにならって

夫婦同姓が法律で定められます。こうして、夫婦単位の家族というものが、がっちりと法

律で決まりました。

　ところが、それまでの家父長制が崩れるという理由で、夫婦同姓に異論を唱える人もい

ました。つまり、夫婦別姓は家父長制とセットになっていたんですね。そこで明治政府は

その異論を抑えるため、家父長と同じようで、しかし少し違うものを、戸籍の上で作りま

した。これが戸主で、ここで戸主権が成立します。戸主権には、家族のメンバーの住む場

所を指定する権限、籍を外す、つまり勘当する権限、復籍の希望を拒絶する権限など、絶

大な力がありました。この夫婦同姓と戸主権の 2 つが合わさり、明治時代の家族制度がで

きました。江戸時代に比べて、かなりガチガチの夫婦関係になった気がします。

　そして、もうひとつ重要なことが起こりました。「家」から、「族」が一緒の「家族」になり、

血縁という血のつながりが大事になったことです。そして、夫婦間に生まれた長男が家を

継ぐ、つまり血のつながりのある家族で家を構成するのが当たり前になりました。もとも

と「家」というのは、必ずしも血族で構成されているわけではなく、家の中に血のつなが

りがない人がいるのはごく普通でした。たとえば、養子という言葉があります。養子にも

らう婿だけでなく、本当に外部から他人を養子として迎えることは、今よりもずっと気楽に、

普通に行なわれていました。なぜなら、「家族」ではなく「家」が大切だったからです。

　一種の企業体だった江戸時代の「家」
　「家」は、一種の企業体だと思ってください。たとえば商家の場合、家＝会社ですから、

あまり仕事が好きそうでない頼りない息子にまかせると、その家は潰れてしまうかもしれ

ません。そこで、この息子は外に出し、まったく血のつながりのない他人を家の中に入れ

て家を存続させます。家にとっていちばん大事なのは存続で、存続を目的にすると、重要

なのは血のつながりではなくて

能力です。家は、一種の能力主

義で成り立っていた組織だと

言っていいと思います。ですか

ら、娘に能力のあるお婿さんを

もらうというのは、とても大事

なことでした。

　ひとつの事例を挙げると、江

戸時代に小関三治郎という人が

いました。この人は 17 歳のと

き、伊能という家の 5 つ年上の女性と結婚し、婿入りをしました。そして伊能家を大きく

します。伊能家は名主として地域で非常に重要な役割を果たすようになり、財産もできま

した。その後、この人は隠居をし、江戸に出て暦学を学び、やがて全国の測量をします。

つまり伊能忠敬です。このように、家を大きくするというのは、ある企業体を大きくする

ということです。跡継ぎがいてもいなくても構いません。いなければ、外からもらえばい

いわけですから。こんなふうにして、江戸時代の家は成り立っていました。

　ひとつの企業体である家の中には、家族以外にもいろいろな人が出入りしていました。

そして、商家などでは有能な番頭さんを養子、あるいは婿養子として迎え入れて家を大き

くすることが、明治時代ぐらいまではよく行なわれていました。

　そもそも日本の家族は通い婚が基本でした。源氏物語の世界のように、男性が女性のと

ころに通い、女性は自分の実家で子どもを産み、実家の両親と一緒に子どもを育てるとい

う形です。それが婿入りという形になり、婿入りが盛んに行なわれたあと、今度は嫁入り

になっていき、そして明治時代に入るという順番になります。

　これからの話をしますと、もし夫婦同姓から別姓になった場合、家父長的な家制度とし

ての別姓ではなく、出生時につけられた個人の名前を出発点にすることが考えられるかも

しれません。これはヨーロッパではもう始まっています。ヨーロッパでは、生まれたとき

の自分の名前をいちばん大事なものとしています。もちろん、のちに自分の意思で変えら

れますが、基本は出生時の名前なので、夫婦が同姓である必要はないという考え方ですし、

法律でも認められています。

　もうひとつありうるのは、戸籍がなくなることです。今の日本には戸籍制度があります

が、マイナンバー制度ができたとき、わたしはなぜ戸籍制度が必要なのか、首をかしげま

した。本来、戸籍制度は家族のためではなく、税金を徴収するためのものです。税金徴収

江戸時代の家（イエ）→近代家族へ
・1872 年（明治 5）壬申戸籍によって姓と氏は解消され「苗字」となる。
・夫婦別姓　→　1898 年（明治 31） 夫婦同姓が法律で定められる。
・夫婦同姓にともなって「戸主」が出現：戸主を「家父長」と位置づけ、戸籍をつく
　ることとなった。家父長制度そのものはゆるがなかった。  
・「戸主権」は、家族の居住を指定する権限や離籍の権限、復籍を拒絶する権限な
　どをもつ絶大なものだった。夫婦同姓はそのような条件を整えた上で成立した
　のである。戦後の「戸籍筆頭者」は「戸主」を言い換えて一夫婦単位としたが、戸
　籍と夫婦同姓は残存した。 
・「家」は必ずしも血縁で構成されてはいない能力主義組織であった。
→「家族」は血縁が基本となった。
→婿養子が盛んだった。小関三治郎（17）は伊能家に婿入りして伊能家を大きく
　し、名主となり、「隠居」して暦学を学び測量に携わった。
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をマイナンバー制度に吸収するなら、戸籍制度は不要ですね。さらにマイナンバーを、出

生証明や死亡証明、税金、年金、保険などを一括する個人の身分証明にしてしまうのであ

れば、これだけで済むわけです。戸籍制度がなくなると、家族は「個」が基本になります。

日本では、初めてそうなるかもしれません。家族の中でも「個」が基本だとは現在も言わ

れていますが、それでもまだ戸籍制度が存在し、戸籍筆頭者という名前で戸主の制度を受

け継いでいます。

　では、これからの家族とは何だろうと、わたしも時々考えます。家族がバラバラな個人

となり、みんな孤独で生きるのでしょうか。現在のような高齢化の社会で、わたしも含め

た多くの高齢者が、一人一人で住んでいくことが可能かどうか。そこで、家族を形成しな

い形として、まさにコミュニティ、その中でも「連」という可能性があるのではないかと

考えています。江戸時代のように、血縁で構成されていない多様な個性が能力と役割を寄

せ合うコミュニティも、ありうるわけです。そういうことを、考えてみようということな

のです。

　江戸時代にはたくさんあった「家でないもの」
　わたしたちは「個人」と「家」を対立的に考えてしまいます。家制度、あるいは家族制

度の中で個人が生きていくのは息苦しい、まさに「しがらみ」と思ってしまう近代の考え

方の中で、それから逃れたいという人も出てきて、それが個人を中心とした文学になって

私小説などを生み出したという文化の歴史を、わたしたちはもっています。

　江戸時代は「家」と「個人」の対立的な構図はなく、「家」と「家でないもの」という

関係でした。「家でないもの」とは一体何でしょう。江戸時代は家元や農家、商家、武家

など、すべて家制度で成り立っていました。幕府も家で、これは徳川家ですね。幕府以外

の 270 ほどの藩も、各大名家も、すべて家です。「国の家」と書く国家は、江戸時代には

概念としてはありますが、法律的には存在しません。全体をまとめているのは徳川家で、

象徴的には天皇がいらっしゃいます。こうした家という制度を中心に、いろいろな家が「家

連合」のように組み合わさって成り立っているのが江戸時代でした。けれども家にがんじ

がらめなのかというと、「家でないもの」もたくさんありました。それが連とか社、会、組、

座、結、衆です。

　結や衆というのは、いわば助け合いですね。結がいちばんわかりやすいでしょうか。た

とえばある村で子どもが生まれたけれど、両親が亡くなって孤児になってしまう。すると、

村の人々が結を組んでお金を出し合い、結の中でこの子を育てます。また、組については、

どの村にも女性だけの娘組、若い男性だけの若衆組があり、村の男女の結婚の世話焼きな

どで話し合いを行なったりしていまし

た。江戸時代の村というのは単なる制度

で、その中で組や座、衆や結などの小さ

い組織が、実質の村として機能していた

んですね。

　連や社、会というのは、村よりも都市

の中にあったものだと思ってください。

連はだいたい 10 人から 20 人くらいで

しょうか、こうした江戸時代の小さな組

織は、絶対に大きな組織にはなりません。その代わり、たとえばいくつもの連ができるん

です。そして、お互いに顔がわかっている他人どうしが小さな組織に一緒にいることによっ

て、さまざまなものを作り出します。

　では、個人の側からは、こうした組織にどのようにつながっていたかというと、たとえ

ば大田直次郎という幕臣がいました。下級武士ですが、幕府の役人です。跡取りでもあっ

た大田さんの家での役割は、家を存続させるため、幕臣としての社会的地位を守って徳川

家から給料をもらうことです。家ごとに給料が支給されていた江戸時代では、大田さんの

給料は次の世代にも引き継がれていくからです。当時はこのように、幕府という大きな家と、

大田さんの家のような小さな家が組み合わさっていたと思ってください。

　でもこの人は、その役割だけで生きていたのではありません。実は文化人としても大変

有名で、大田南畝（おおたなんぽ）という名前で盛んに物を書いていました。また、蜀山

人（しょくさんじん）という、すごくおかしな狂歌を作る人としても有名でした。寝惚（ね

ぼけ）先生という名前で、狂詩というお笑いの漢詩も作っていました。これらはすべて家

の役割ではなく家の外、「家でないもの」の役割で、大田南畝としては「会」のメンバー、

蜀山人としては「連」、寝惚先生は「社」のメンバーです。こうして個人の中にたくさんの

名前があり、自分の才能を会や連、社という場に投げ出し、それぞれのコミュニティをつくっ

ています。こういう、一人の中に複数の人がいるという社会があって、江戸文化は成り立

ちました。

　たとえば、俳句は明治以降にできた言葉で、江戸時代は俳諧でした。本来は「滑稽」と

いう意味です。ただ、松尾芭蕉の登場で俳諧は非常に権威のあるものになり、本来の滑稽

な面が失われたことから、川柳や狂歌のように新しい笑いが作り出されていき、そこで出

てきたのが狂名です。狂名とは狂歌の作者として用いる号で、つまりアバターです。狂歌

作者たちはたくさんのアバターを作りました。その中に、先ほど例に挙げた大田直次郎も、
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四方赤良（よものあから）という名で登場します。もう一人、酒上不埒（さけのうえのふらち）

という人がいます。駿河の小島藩士の倉橋格という人で、倉橋寿平とも言います。彼は恋

川春町という名前で小説を書いていました。武士が小説、しかもお笑いの小説を書いてい

たんです。絵入りの小説ですから、今でいえば漫画本ですね。さらに、尻焼猿人（しりや

けのさるんど）という人がいます。この人は酒井抱一という画家です。しかも姫路藩主の

弟で、酒井忠因（ただなお）という藩士でもありました。彼にはほかにも、屠龍（とりょう）、

雨華庵（うげあん）という名前があります。武士以外では、湯屋を経営していた元木網（も

とのもくあみ）という人がいます。奥さんもやはり狂歌や文芸をやっていて、知恵内子（ち

えのないし）という名前をもっていました。五代目市川団十郎も、花道（はなみちの）つ

らねという狂名をもっていました。

　五十首の狂歌が収められた『吾妻曲狂歌文庫』（あずまぶりきょうかぶんこ）は古今集

のパロディですが、この書物には、こうした狂歌作者たちが、まるで百人一首の一人であ

るかのように登場しています。百人一首は平安時代のものですから、連では、みんながい

わゆる “ 平安時代アバター ” を自分の中に作ったんですね。このように、各自の才能を別々

のグループの中で生かして物事を創造していくというのが、連の発想なんです。

　一人の人間には、さまざまな能力をもつたくさんの個人がいる
　連のよくわかる事例のひとつに、連句があります。後に俳句になる発句というものがあ

り、発句は五・七・五です。そこにほかの人が、連想ゲームのように七・七の第二句の脇

句を続ける。さらに別の人が五・七・五の第三句を続け、長いものでは 100 句になる場合

もありますが、36 句が連句の定型です。連句に参加する人たちを連衆と呼び、メモを取る

人を執筆、さらにリーダーとして宗匠がいます。このリーダーはみんなを引っ張っていく

のではなく、それぞれの個性を発見して生かす人です。

　たとえば芭蕉のいる連歌の例に、次のようなものがあります。発句が野沢凡兆の「市中

は物のにほひや夏の月」。脇句が芭蕉の「あつしあつしと門門の声」。発句は、夏の暑いと

きに市の雑踏の中に入っていくといろんな匂いがしてきて、その匂いを嗅いでいると月が

のぼってきて涼やかになった、という句です。脇句では、町の門門で暑い暑いという声が

聞こえてくると言っています。とても暑い盆地京都のワンシーンです。ところが、「あつ

しあつしと門門の声」が第三句の向井去来の「二番草取りも果たさず穂に出でて」と組み

合わされるとどうでしょう。シーンは農村へと転換してしまいました。「暑い暑い」といっ

ているのは農家の方たち、あるいは植物たちで、二番草を取らないうちに稲の穂が出てき

た生命力が強調されました。「あつしあつしと門門の声」が、別々のシチュエーションで異

なるシーンになったのです。

　もうひとつ例を挙げましょう。最初が芭蕉の「苔ながら花に並ぶる手水鉢」、次は去来の

「ひとり直りし今朝の腹立ち」です。朝起きた時にすごく機嫌が悪いという経験は、みなさ

んもありますよね。何かで腹が立って仕方ない。けれども、そのときにトイレに立ったら、

手水鉢のところに花かと見紛うようなきれいな苔が見え、きれいだなあと思っているうち

に腹立ちが収まってきた。芭蕉と去来の句からは、そんなストーリーが見えてきます。と

ころが、「ひとり直りし今朝の腹立ち」の次に凡兆の「いちどきに二日の物も食うて置き」

がきたらどうでしょう。腹立ちが収まった理由は苔の美しさではなく、大ぐらいだったの

ですね。花より団子です。つまり連句とは、個人というものは絶対なものではなく前後の

関係で変わってしまうものだということを、方法化した文芸なのです。

　江戸時代には、こうした連がたくさんできます。その特質としては、適正規模を保つ、

世話役はいるがリーダーはいない、常に何かを創造している、存続を目的としない、さま

ざまな人が集まっている、個人がたくさんの名前をもっている、というようなことが挙げ

られます。これが、江戸時代の個人というものの考え方です。人と同じにはならないけれど、

人と無関係にはならない。大集

団は組まないけれど、個々のつ

ながりは大事にする。そういう

場所に自由というものを発見し

ていきました。

　先日、今評判の『ホモ・デウ

ス』を読んでいたら、とても興

味深い内容が記載されていまし

た。一人の中にたくさんの個人

がいて、しかし、世間というも

のがあって、世間の中の自分は

ひとつなんだという意識をみんながもっている。だからこそ関係の中で協力し合って物を

生み出していこうと、そういう内容でした。

　江戸時代の人々について『ホモ・デウス』の言い方にならうと、「一人の人間の中にはさ

まざまな能力があり、それはそれぞれ別個のものとして名付け、取り出すことができる。

そこに、『多名』ということが起こった」ということでしょうか。それぞれの能力が組み合

わされることによって、新たな創造となりました。さまざまな連が関わって創造が行なわ

れるという状況が、江戸時代にはあったんですね。

連の特質
１  適正規模を保っている。
２  宗匠（世話役）はいるが強力なリーダーはいない。
３  金銭がかかわらない。
４  常に何かを創造している。
５  人や他のグループに開かれている。
６  多様で豊かな情報を受け取っている。
７  存続を目的としない。
８  人に同一化せず、人と無関係にもならない。
　  →連句の精神
９  様々な年齢、性、階層、職業が混じっている。
１０  多名である。個人のなかの複数のわたし。
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　浮世絵も、このような連の中で作られました。当初、浮世絵はカラーではなく、輪郭だ

けで描かれていました。ところが明和 2（1765）年、どんな色でも印刷できる高度な印刷

技術が登場し、浮世絵は突然カラーになります。このような技術開発があると、どこかの

企業が行なったとか、大発明家がいたとか思われがちですが、実は連で開発されたものな

んです。ある天才的な才能をもつ絵師を世の中に出すため、協力して本を作った連もあり

ます。その絵師とは、喜多川歌麿です。当時の歌麿は美人画ではなく、昆虫や植物など、

細かいものを描いていましたが、最高の印刷技術で本を作るというチャンスに恵まれたん

ですね。そのチャンスを、狂歌連が作りました。

　小さなコミュニティの活躍で、町の中に町ができた
　江戸時代の町や村には、連以外の、ほかのコミュニティもありました。村を例に挙げると、

村には必ず、名主とか庄屋、組頭、百姓代という 3 人のトップがいます。そして、この 3

人に物を言うのが、住民たちからなる寄合です。寄合は会議で決められた意見や要望など

を 3 人のトップに伝え、3 人のトップがそれを、藩の役人や幕府の代官に伝えます。これ

が村の自治組織です。江戸の町にも、奈良屋、樽屋、喜多村という 3 人の町年寄がいます。

その下に町名主や家主がいて、彼らは住民たちの意思を町年寄たちに伝え、町年寄が幕府

の奉行職に伝えるんですね。このように、住民たちが自治組織を作って、村や町を運営し

ていました。つまりコミュニティです。このおもしろいところは、村長や町長のように「長」

のつく人がいないことです。

　また、江戸時代の家主は、たくさんの長屋を経営していました。現代のマンションのよ

うなものですが、そこにはただ家族がいるだけではなく、いろいろな看板を掲げていまし

た。職業紹介所の口入れ屋、顔で占いをする観相、あるいはお灸を据える人がいたり、祈

祷師がいたり。つまり、長屋では仕事も行なわれていたということです。先ほど、江戸時

代の家は企業体だと申しましたが、一人や二人の企業もあります。家族がいる場合もあれ

ば、いない場合もありますが、「仕事をする場所＝家」の入れ物であったのが長屋なんです。

四畳半ぐらいの狭さで、台所もついていて、外にトイレと井戸とゴミ入れがある。そのよ

うな場所で、仕事をしていたんですね。こうした、家族と仕事が分かれていない世界が、

連のような働きをしています。

　しかし、江戸時代の人たちが家族というものに無神経だったわけではありません。浮世

絵には、親と子、特に母親と子どもが一緒にいる情景を描いた「母子図」がたくさんあり

ます。多くは、働くお母さんと子どもです。江戸時代は女性が働くのが当たり前で、そう

いう社会の中で家が働く場所として機能し、同時に、お互いに働く同僚として家族が一緒

にいます。家族が同僚でもあるところに、わたしは連の可能性があるのではないかと考え

ています。江戸時代の商家の風景を描いた絵を見ると、家族で働いていることがよくわか

ります。学校である寺子屋も、家族で運営していました。

　寺子屋といえば、今日のテーマからは外れますが、寺子屋の絵もたくさん残っています。

そして多くの寺子屋の絵に見られる共通点は、学級崩壊していることです。まず、子ども

は絶対に先生のほうを見ていません。机は好きなところに置いてあり、みんな遊んでいま

す。勉強はバラバラに行なわれ、先生はそれぞれの子どもに別々の教科書を渡し、課題を

与え、添削します。途中で子どもたちが騒ぎ出しても、そのまんまです。「静かにしなさい」

なんて、絶対に言わなかっただろうと思うんですね。

　わたしは教育現場にいますが、たとえば今日のシンポジウムのように、全員が同じ方向

を向いているというのは、とても不思議な気がしてしまいます。明治以降、学校は、全員

が先生のほうを向いて同じことを教わるスタイルになります。でもそれが学校の絶対の姿

ではないということが、寺子屋の絵を見るとわかります。みんなで同じ勉強をするのは効

率的で、多くの人が教育を受けられるという利点はありますが、個人に合った教育を受け

ることはなくなっていくわけですね。話を戻しますと、こうした寺子屋も「家」が経営し

ているわけです。

　連や社、会というコミュニティが動いている江戸っ子の世界では、江戸という大きな都

市の中に芝居町という小さな町ができ、遊郭という土地ができ、ファッション界や出版界

が出現し、そこに多彩なコンテンツが生まれました。カラー浮世絵の技術が開発され、浮
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田中 優子（法政大学総長・江戸文化研究者）
1952 年、神奈川県に生まれる。法政大学文学部卒。同大大学院人
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程単位取得満期退学。2014 年 4 月より法政大学総長に就任。専攻
は江戸時代の文学・生活文化、アジア比較文化。行政改革審議会
委員、国土交通省審議会委員、文部科学省学術審議会委員を歴任。
日本私立大学連盟常務理事、大学基準協会理事、サントリー芸術
財団理事など、学外活動も多く、TV・ラジオなどの出演も多数。

世絵師の集団が新しい前衛的な作品を発表し、狂歌が生まれ、漢詩や狂詩のグループであ

る詩社が登場する。こうして、江戸文化を発達させていくんですね。

　江戸の中の芝居町では、その町の中に家族がいて家がある入れ子構造が見えてきます。

いくつもの劇場が集められた芝居町では、劇場だけでなく、芝居茶屋が、劇場の切符を売っ

たり客に宣伝をしたり、客のために料理やお酒を注文したりする機能を担っていました。

さらに、年中行事やメディア戦略を行なうプロデュース集団もありました。そのような芝

居町の地図を見ると、脇道には風呂屋や料理屋などのほか、作家や役者の名前も見え、家

があったことがわかります。つまり、ひとつの町の中に芝居関係者の集まる町があり、そ

こには芝居関係者の家があり、企業体として仕事をする家族の営みがあるという情景が見

えてきます。そして、このような地域に芝居関係者と一緒に住んでいる人たちは、芝居の

季節になると、客の呼び込みに協力したり、一緒にお祭りをするなどして、盛り上げていく。

そうしてコミュニティを成り立たせていたんです。

　「連」が教えてくれる、新しい家族の可能性
　江戸時代の家や連、コミュニティについて話をしてきましたが、家族を考えるときに家

族の中のことだけを考えていると、なぜ「家族」というのかが、わからないんですね。ま

さにしがらみとしての家族というものを、ずっとその形で守っていかなければいけないの

か、それは大事なものなのだろうか。もちろん大事なんですが、大事なのは「関係」なん

ですね。そこで連が教えてくれるのは、人が協力しながら何かを生み出し、新しい社会を

つくっていくということです。その協力関係の中にこそ、わたしたちは自由を見出してき

たということなんです。ですから、これからの家族は血縁じゃなくてもいいかもしれませ

ん。高齢者、特に女性の高齢者は夫に先立たれて一人になる可能性が非常に高いのですが、

そのような人が、家族だからという理由で、子どもたちとだけで生きていかなければなら

ないのか。あるいは一人だけで、あるいは施設に入って生きていかなければならないのか。

そのような、いくつかの選択肢しかないのか。

　でも実は、血のつながりのない人たちがひとつの空間でコミュニティをつくる、誰かと

協力関係を結びながら新しい家族をつくるということも、ありうるわけです。そのことを

現実的に教えてくれるものとして、最近は、セクシャル・マイノリティの一部の人々を指

す LGBT という言葉があります。LGBT は、人類発生以来ずっとありました。江戸時代に

もあります。江戸時代は特にゲイにとっては非常に自由な時代だったので、恋愛関係の男

性どうしが一緒に暮らしても、白い目で見られることはありませんでしたし、物語にもよ

く登場します。

　日本は LGBT 先進国だったのに、今は遅れていて、ヨーロッパではどんどん同性の結婚

制度ができています。それは、人類の普通のあり方に従ったものです。男女が一緒でなく

ても、同性どうしで一緒に暮らし、血のつながらない子どもを育てるような家族があって

もいいわけです。日本では少子化が叫ばれていますが、別に日本人の子どもではなく、ほ

かの国の子どもを育ててもいいんです。そういうことは、実は世界では起こっているので

すが、日本ではあまり起こりません。ほかの民族、日本民族以外を受け入れたくないとい

うのが、どこかにあるのかもしれません。でも、そういうことからすら、わたしたちは自

らを解放することができる。それが、連という可能性です。

　連というのは、自分のもつさま

ざまな能力を外に出して、人と一

緒に協力し合いながら別のものを

作っていく力です。その力で、新

しい家族をつくることもできるは

ずです。そういう新しい家族が、

これからの社会を豊かにしていき

ます。新しい家族のあり方をこれ

からのわたしたちが発見できるか

と思うと、わたしはすごく自由な

気持ちになります。少子高齢化の日本だからこそ、新しい家族のあり方がいろいろなとこ

ろに出てきて、二つとして同じ家族はいないという連的コミュニティをつくっていく。そ

うやって助け合っていくことも考えたいと思いながら、わたしの講演を終わりにします。

ありがとうございました。

※わかりやすくするため、引用文献については旧仮名遣いを現代仮名遣いで表記している箇所があります。
※紙面の都合上、講演資料の一部しか掲載できませんことをご了承ください。
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